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野矢良子、松沼精治、宮内智、榎本善司、柴崎美雄、 
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山村総務部参事、 

折原企画政策課長、芝﨑担当主査、蓮実主事 

会 議 次 第 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．議題 

（１）策定基本方針について 

（２）策定スケジュールについて 

（３）審議会スケジュールについて 

（４）市民意識調査の結果報告について 

４．その他 

５．閉会 

配 布 資 料 

次第、資料１ 久喜市総合振興計画策定基本方針、資料２ 

久喜市総合振興計画策定スケジュール、資料３ 久喜市総合

振興計画審議会スケジュール、参考資料 久喜市総合振興計

画市民意識調査結果報告書、追加資料 総合振興計画市民意

識調査に係る市内地区別概略図 

会議の公開又は非公開 公開 

傍 聴 人 数 ０人 
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榎本会長 

 

 

 

議長（榎本会長） 

 

事務局（芝﨑担当

主査） 

 

議長（榎本会長） 

 

柴崎委員 

 

 

 

 

 

事 務 局 （ 折 原 課

長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴崎委員 

 

 

１．開会 

 

ただ今から、第２回久喜市総合振興計画審議会を始めたいと存じま

す。 

 本日は、２０名中、３名の欠席であります、１７名の出席でござ

いますので、本会議が成立していることを、ご報告させていただき

ます。 

 また、本日の傍聴者は、現在おりません。 

 

２．会長あいさつ[省略] 

 

３．議題 

 

 （１）策定基本方針について、事務局から説明お願いします。 

 

（１）策定基本方針について、資料１による説明 

 

 

 ご質問、ご意見はございませんか。 

 

 それぞれの総合振興計画を活かしながら、新市基本計画を策定し

たと趣旨のところでうたっているが、本当にそれが、全部、たとえ

ば菖蒲なら菖蒲の今までの振興計画を全部取り入れられているの

か、それとも、取捨選択があったのか。これまでの計画の中での目

標の実現への意欲についてはどうなのか。 

 

 新市基本計画につきましては、ご承知のとおり、１市３町が合併

をする時に、１市３町それぞれが総合振興計画で位置付けられてい

た計画を持ち寄り、新市基本計画は作られました。 

 そのうえで、新市基本計画をもって、各１市３町の住民のみなさ

まに、こういう形で合併しますが、よろしいでしょうか、というこ

とで意見を伺った合併時の約束でございますので、大変重要な計画

と認識しております。 

 今後策定する総合振興計画は、当然合併時に約束した新市基本計

画を包括した中で、総合振興計画を策定していかなければ、合併前

の旧１市３町に対しての約束が守られないということになってしま

いますので、新市基本計画を活かして、総合振興計画の中で具現化

しなければならないと考えております。 

 

 市民参加の手法について、意識調査を実施しているが、この結果

は本当に市民の意見と言えるのだろうか。 

 



 

事 務 局 （ 折 原 課

長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（榎本会長） 

 

 

事務局（芝﨑担当

主査） 

 

議長（榎本会長） 

 

 

 

事務局（芝﨑担当

主査） 

 

議長（榎本会長） 

 

 

 

事務局（芝﨑担当

主査） 

 

議長（榎本会長） 

 

 

 

 

 

事 務 局 （ 折 原 課

長） 

 

 

 

齋藤副会長 

 

 

 市民参加の関係につきましては、後ほど説明する意識調査につき

まして、今回3,000人の方を対象に郵送により実施をしています。

久喜市の人口を、統計学上の計算式に当てはめますと、1,066程度

のサンプル数が得られれば、許容できる誤差の範囲、３％というこ

とで、十分にこのサンプル数で足りるということになっておりまし

て、これまで実施している他のアンケート調査につきましても、こ

のようなサンプル数で実施しております。 

 今後、市民懇談会を実施いたしまして、直接市民の皆様の意見を

伺ってまいりたいと考えております。また、市民意見提出制度（パ

ブリックコメント）を実施し、できるだけ多くの市民の皆様から意

見をいただけるように、努力をしていきたいと思っております。 

 

（２）策定スケジュールについて、事務局より説明をお願いしま

す。 

 

 （２）策定スケジュールについて、資料２による説明 

 

 

 ご質問、ご意見はございますか。 

では（３）審議会スケジュールについて、事務局より説明をお願

いします。 

 

 （３）審議会スケジュールについて、資料３による説明 

 

 

 ご質問、ご意見はございますか。 

では、（４）市民意識調査の結果報告について、事務局より説明

をお願いします。 

 

 （４）市民意識調査の結果報告について、参考資料及び追加資料

による説明 

 

ご質問・ご意見はございますか。 

それでは、本日用意されていた議題は、全て終了しました。あり

がとうございました。 

 

４．その他 

 

次回の会議の開催ですが、平成23年5月を予定しています。詳細

の日程については、改めてご連絡致します。 

 

５．閉会 

 

 副会長あいさつ[省略] 



 会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 平成２３年４月１８日 

 

中 西 康 

 

布 川 勇 

 

 

 

 


